
 
第 23 回全体会議資料 
 

 

 

 

年月日：令和 7 年 6 月 15 日 

場 所 クロスパル視聴覚室 

 

第 1 部 全体会議 

時 間：13 時～受付け 

13 時 30 分～15 時 00 分 

 

第 2 部 講演会 

時 間：15 時 10 分～16 時 40 分 

 

 

たかつき環境市民会議



  



第１部  全体会議        

   

開会                               

 1 挨拶 たかつき環境市民会議 代表   13:30 

    

 2 世話人紹介      13:33 

       役員、運営委員、アドバイザー、会計監査、各実行委員 

         

 3   来賓挨拶 高槻市                 13:39 

          

 4      令和 6 年度事業報告・決算報告           13:44 

 

    5   令和 7 年度事業計画・予算             13:52 

 

6 各グループ活動報告 

   水環境保全グループ    14:00 

   里山グループ     14:10 

   省エネグループ       14:20 

   チャレンジンググループ   14:30 

 

 7 エコ事業所関係表彰     14:40 

         活動事例発表：㈱長浜製作所           14:50 

            

閉会 

 

休      憩   15:00 

 

第２部    講演会                           

 15:10 

生物多様性と外来生物、最新情報 

講師：大阪バードレスキュー協会副理事長 高田みちよ氏 

 

  終了                            16:40 

  



 



 

令和 7 年度たかつき環境市民会議・世話人 
   

役員  

代 表 山﨑文男   

副代表 加治屋重則、小山千郁、松村昌能 

 

事務局 

 森畑弘一 

 

 

運営委員 

 水環境保全    山﨑文男、森畑弘一、関田雅一 

 里山       矢内原明、淺井雅子、加治屋重則 

 省エネ推進    松村昌能、片山智子 

 エコ事業所    斉藤昇 

 チャレンジング  前垣内秀和、鳥野卓、小山千郁 

 事業者(大阪ガス) 井原麻琴 → 部奈さんに交代 

   

アドバイザー 

 小柿正武 宮島彰 

 

監査 

 守本忠義 

 

津之江公園を活かす会実行委員会 

 委員長  月森善文 

 副委員長 小柿正武、宮島彰 

 事務局長 山﨑文男 

 会 計  矢内原明 

監 査  田川良正 

実行委員 太田保、森畑弘一、三上賢二、繫田しのぶ 

 

市民環境大学実行委員会 

 委員長  五十里斎 

 副委員長 堀内雅代  

 実行委員 小柿正武、宮島彰、辰巳英輔、堀内雅代、五十里斎 

岡出裕之、青野峰子、松村昌能、朴秋子、鈴木信治 
 
 
 
 
 

 

べ ナ 



 

令和 6 年度事業報告         

             

令和 6年度は、たかつき環境市民会議 20 周年記念誌を発行するとともに、各グループの活性化に向けて有効

活用し、以下の事業を実施しました。 

１．高槻市と「たかつき市民環境大学」第 12 期の協働運営（以下「市民大学」）を行いました。 

〇修了生の数は 1 期 24 名、2 期 34 名、3 期 34 名、4 期 18 名、5 期 16 名、6 期 27 名 7 期 19 名 

８期０名、９期 17 名、10 期 12 名 、11 期 19 名、12期 20 名 計 240 名 

〇新規実行委員を加え、カリキュラム等の企画・運営は順調だが、受講者は変動が激しい。12 期募集に 

向けて令和 6年 3 月に広報紙エコ＆エコー大学特集版を 1000 部発行、プレ講座 5/9 チラシ 3,000 部 

を配布した。 

〇講座の講師役 （水環境 G 芥川魚とり）  （里山 G 高槻城公園案内、鵜殿案内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芥川魚とり 支援             上牧 鵜殿散策支援 

 

２.津之江公園自然再生整備活動を行いました。 

〇「市民大学 OB 会」と「たかつき環境市民会議」で「津之江公園を活かす会」として協働活動を継続 

〇平成 28年 1月に開始した自然再生整備活動が９年目となり、少しずつだが整備が進んでいる。 

〇活動は、ヨシ・オギ等の植生保全、在来種の移植、観察会などで、市民会議からの参加者増が課題 

令和 5年度活動実績：参加者計 206 人 自然再生活動 19 回、観察会 植物、昆虫、野鳥各 1 回 

環境学習支援 2 回   如是小学校 3 年生・川西小学校４年生 

 

 

 

 

 

 

 

         如是小 リース作り             川西小 ヨシズづくり   

 

３．打ち水大作戦は、初日は多くの子どもたちが参加して実施でき、開始前の路面温度は 49℃でしたが、 

打ち水後は３９℃まで下がりました。 

2 日目は 4時過ぎから降り出した雨のため中止となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

高槻まつり 

打 ち 水 

 

 
 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緑のカーニバル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋季美化推進デー  

  

５．年間行事表 

事  業  名 実施時期 実 施 場 所 備  考 

法人総会 5/27 環境政策室分室  

全体会議の開催 
6/15 クロスパル 5F視聴覚室 

講演会は全体会議の 

第 2 部として開催 講演会「環境活動の輪を広げる」 

環境講演会「里山の保全と農業」 R7.3.8 クロスパル 5F視聴覚室  

たかつき祭り・打ち水 8/3～8/4 市役所前 4日は雨天のため中止 

たかつき市民環境大学運営協力 R6.6～R7.3 高槻市内各地  

環境講座 通 年 公民館他 会員、市民 

ＥＣＯ＆ＥＣＨＯ発行 10､3 月  2 回発行 

津之江公園自然再生活動 第１第 4 金曜 津之江公園 9：45 集合 

こいのぼりフェスタ 1000 4/29 芥川桜堤公園 各グループ参加 

みどりのカーニバル 5/19 安満遺跡公園 各グループ参加 

環境美化推進デー参加 5/19 11/17 高槻市内各地 5/19 雨天中止 各グループ参加 

エコ&クリーンフェスタ出展 5/31～6/1 総合センター 各グループ参加 

高槻市都市緑化フェア出展 10/20 安満遺跡公園 各グループ参加 

淀川・芥川ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ大作戦 3/15 淀川・芥川の拠点地区 芥川大橋を担当 

  

  





収入の部
Ｒ７年度予算 Ｒ6年度決算

１） 104,000 98,000
２） 20,000 21,000
３） 0 0
４）預金利子 100 145

124,100 119,145
261,436 286,805
385,536 405,950

支出の部
１活動費

１）交通費   4,000
２）全体会議運営費（会場費、資料） 20,000 20,480
３）講演会運営費（講師料、交通費その他） 35,000 26,788
４）広報

ＥＣＯ＆ＥＣＨＯ 公開講座チラシ 30,000 24,600
その他 市民会議PRパンフレット作製費 5,000 34,726

５）啓発
分室花壇・プランター整備費 他 5,000 5,994
緑の羽根募金 1,000 600

６）その他活動推進に必要な支出 5,000 9,340
小計④ 105,000 122,528

２管理費 プリンターインクカートリッジを含む
１） 3,000 6,412
２）ＨＰさくらサービスレンタル代 6,600 6,600
３）ウイルスバスター更新費用(3年版) 15,000 0
４）分室使用料（電話代含む） 4,000 3,612
５） 2,000 1,010
６）プリンターインク・消耗品 15,000 0
７） 1,000 4,352

小計⑤ 46,600 21,986

３予備費
１）
２）（予備費）

10,000 0

161,600 144,514

４租税公課
0 0

10,000 0
10,000 0

当期支出合計 ⑦＋⑧＝⑨ 171,600 144,514
次期繰越金 ③－⑨＝⑩ 213,936 261,436

貸 借 対 照 表
令和7年3月31日現在 単位 円
資 産 の 部 負債の部

科 目 金 額 科 目 金 額
現金 8,741 現金 0

普通預金 252,695 普通預金 0
合 計 261,436 合 計 0

経費 ④＋⑤＋⑥＝⑦

法人税
社団法人登録料（役員登録料）
小計 ⑧

消耗品費

通信費（切手・振込手数料）

雑費

（慶弔費）

小計⑥
010,000

たかつき環境市民会議令和７年度予算及び決算

会費
寄付

当期収入合計①
前期繰越金②
合計①+②＝③

助成金



令和 7 年度 事業計画（案） 

 

 私たち「たかつき環境市民会議」の発展的継承と組織と会員の活性化をめざし、関係団体との連携及び

会員相互間で協働しながら 以下の事業を推し進めます。 

 

１．「たかつき市民環境大学」の発展的継続 

  エコシテイ高槻の実現への一環として、新たな人材育成を目指した「たかつき市民環境大学」は、13

期の募集に向けてチラシ配布、エコ＆エコーの発行など準備を進めます。  

○来季に向け、運営体制の強化を図るとともに、新たな視点を加えた準備を速やかに進めます。 

 ○「市民大学」の発展的継続に向け、大学実行委員会を通じて高槻市と協働をさらに深めます。 

 ○「市民大学」のＯＢ会と連携し、津之江公園整備と観察会・特定外来生物駆除の協働活動を図ります。 

２．「津之江公園を活かす会」の活動を実行委員会のもとに積極的に進め、会員が参加し易い方策を 

進めます。 

  生物多様性を尊重する立場で、市民・子ども達の憩い・学習空間の創出を目指します。 

３．高槻環境行動ネットワークに積極的に参加し、結集する団体および高槻市との協働・連携を図ります。 

４．各グループの活動活性化とグループ間連携を図ります（各グループの活動概要は別紙参照） 

事  業  名 実施時期 実 施 場 所 備  考 

法人総会 5/26 環境政策課分室  

全体会議の開催 
6/15 クロスパル視聴覚室 

講演会は全体会議の 

第 2 部として開催 講演会「多様性と外来生物」 

環境講演会 R8/2(予定) 未定  

たかつき祭り・打ち水 8/2～8/3 文化芸術劇場東通り  

たかつき市民環境大学運営協力 R7.6～R8.3 高槻市内各地  

環境講座 通年 公民館他 会員、市民 

ＥＣＯ＆ＥＣＨＯ発行 10､3 月  ２回発行 

津之江公園自然再生活動 第１第 4 金曜 津之江公園 9：45 集合 

こいのぼりフェスタ 1000 4/29 芥川桜堤公園 各グループ参加 

みどりのカーニバル 5/18 安満遺跡公園 各グループ参加 

環境美化推進デー参加 5/18 11/16 高槻市内各地  

エコ＆クリーフェスタ出展 6/6～6/7 総合センター 各グループ参加 

高槻市都市緑化フェア出展 10/18 安満遺跡公園 各グループ参加 

淀川・芥川ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ大作戦 3/14 淀川・芥川の拠点地区 芥川大橋を担当 
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令和 7 年度たかつき環境市民会議全体会議 水環境保全グループ活動記録 

 

１.グループ名：水環境保全グループ 

２.構成員数 26 名(男性：20 名,女性：6 名) 

３.令和 6 年度動記録 

(1)芥川クリーンアップ活動  

原則毎月第 3 火曜日 10:00～12:00、桜堤公園、門前橋から芥川橋の芥川右岸左岸で活動。 

今年度は 8 回実施。参加者数は延べ 67 名。 

集めたゴミは 70L 袋で可燃物 8 袋,缶類 103 缶、プラスチックボトル 141 個、ビン類 17 個。 

その他鉄類、傘等を回収した。このエリアで清掃活動を実施する団体も増えごみの回収量も減少

してきたため活動の少ない下流域での活動も視野に入れる必要があると思われる。 

   

   回収風景        集めたごみの分別          集合写真 

(2)内ケ池自然再生実験活動  

 一昨年までに造成地全域でのヨシ再生に成功、今年度はヨシ原に集まる生物の観察ツールとし

て定点観測カメラの設置・調査方法の検討を行ないました。 

＊ヨシの生育調査の概要 

今年度は成長調査（背丈・軸径測定を含むヨシの生育観察）を行わなかったが、造成地内での

ヨシ高さ分布と成長の様子は昨年度とほぼ同様であることを確認した。 

 

＊ヨシの刈取り 

・2/15(土) 10：00～11：30 12：30～13：30 参加者 10名（うち地元から 1 名） 

翌年のヨシの良好な生育のため刈取りを実施した。 

   

刈取り前             作業風景       



   

刈取り後               集合写真 

(3) 外来植物の駆除  

①ミズヒマワリ駆除活動は、芥川倶楽部との共働で実施した。令和 6 年度は女瀬川と芥川大橋よ

り上流では発見されなかった。津之江公園内の池と芥川大橋より下流で発見した個体のうち、未

成育で駆除したほうが良いと判断したものはパトロール時に駆除した。 

実績；パトロールと駆除 9 回 参加者;延 30 名 

駆除量;延 2 ㎏(津之江公園池)＋75.5 ㎏(芥川) 

実施日：4/13、4/26、5/15、5/25、8/8、8/15、8/22、9/6、9/25  

9/25 には恒例の国土交通省との合同パトロール（芥川大橋→鷺打橋）を行い、単体 44 か所(未

成育の 15 株:4 ㎏を駆除)、コロニ－１6 か所を発見した。同行の業者に駆除方法についてのア

ドバイスを行った。 

②オオバナミズキンバイ、ナガエツルノゲイトウ駆除は高槻市立自然博物館の指導の下、河川 

管理者や他の活動団体と協働して実施している。 

 

(4)芥川生き物観察(水生昆虫を詳しくのべたら考査とする) 

令和 6 年度は芥川上流(塚脇橋)の調査を 10/9(水)に実施した。 

参加者数：7 名 

採取した魚類等：カワムツ､カワヨシノボリ､シマドジョウ､ドンコ､サワガニ 

   トンボ類：オニヤンマ､コオニヤンマ､サナエトンボ､アサヒナカワトンボ､ 

        ミヤマカワトンボ､ニホンカワトンボ､コシボソヤンマ 

                   

水生昆虫は難しいな        ﾄﾝﾎﾞﾉﾔｺﾞ､ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙﾄｶﾜﾆﾅ      参加した 7 名 

 

(5)用水路の生き物調査  

   令和４年度から新規活動テーマとして①関電変電所地区、②野田・東天川地区を対象として 

用水路の生き物調査を行っている。 

  今年度は、天候不良等のため実施できなかった。 

  

 



(6)田んぼの生き物観察会  

郡家新町の無農薬栽培を実施している田んぼと畑の生き物観察会で講師を務めている。 

今年度は予定した 6/23(日)、6/30(日)の両日とも天候不良のため中止となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)小学校水辺の楽校等の支援活動  

 茨木土木事務所が行う小学校の自然観察課外授業を支援している。 

 茨木土木事務所が行う小学校の自然観察課外授業を支援している。 

今年は 7/5 に阿武野小学校の 4 年生 109 名、7/10 に南平台小学校の３年生 77 名が行う 

観察会の支援を行った。水グループの参加者は延べ 3 名。 

        

(8)その他 

① 津之江公園を活かす会活動 

市民会議と市民環境大学 OB 会とが協働して取り組んでいる活動に参加している。 

今年度は、水 Gから延 70 名が自然再生活動や環境学習支援、観察会に参加した。 

自然再生活動 16回 52 名、小学校環境学習支援 3校 10 名、観察会(植物,昆虫,野鳥)8 名 

      

      植物観察会の様子            昆虫観察会 

  

 

昨年度の観察会の様子 

 

メンバーの説明風景 



② 各種観察会他 

・4/29 こいのぼりフェスタ 1000 に芥川倶楽部､TKK 自然観察会と協力して出展 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水槽展示・魚釣りゲームなど) 水グループ参加者 9 名 

・5/21 緑のカーニバルに出展  水グループ参加者 13 名 

魚の水槽のほか、直接触ることのできるドブガイなどを展示し子どもたちに触れて楽しんで

もらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    水槽展示・魚釣りゲーム・ドブガイを展示し親子ともども楽しんでもらった 

 

 

・10/20 都市緑化フェアに出展 水グループ参加者 11 名 

 

・7/17 大人のためのさかなとり講座（参加者 33 人）水グループ支援者 2 名 

  



４.令和 7 年度活動予定 

（1）芥川クリーンアップ活動  

 毎月第 3 火曜日（2・8 月を除く）実施場所：桜堤公園及び津之江公園付近 

様々な機会を捉えて「ゴミを捨てない」意識を持つよう啓発活動を行うと共に行政への積極的

な提言を基に廃棄ゴミの削減を図る。 

 

（2）内ヶ池自然再生実験活動  

 内ヶ池自然再生実験活動は昨年度までにヨシの移植定着と生育調査を終了したが、 

冬季のヨシ刈り取り作業はヨシ生育環境を維持するため今後も継続したい。 

造成地は内ケ池（市内最大）の岸に残された唯一の土壌区画であることから、地 

上、水中に生きものが集う空間（ビオトープ）の設置をめざす（現在は地上と水中 

をつなぐ通路（エコトーン）および魚類の隠れ場となる魚礁の設置を検討中）。 

 

（3）外来種植物駆除  

定期的なパトロールと駆除を行ない，芥川大橋から上流域の城西橋までの根絶（津之江公園池、 

女瀬川を含む），芥川大橋下流域については，国交省と情報交換をしながら，高槻市と連携して 

 芥川からの根絶を目指す。 

 

（4）芥川生き物調査 (関田さん) 

芥川上流下流域での調査を実施する。 

 

（5）小学校支援活動  

引き続き，支援活動を実施する。 

 

（6）水路の生き物調査  

関電変電所南水路・野田・天川地区水路の調査を実施していく。 

 

（7）その他 

芥川倶楽部，環境大学ＯＢ会等との協働の取組は従来通り。 

 

 



令和６年度 里山グループ活動報告 
グループメンバー  30 名 （男性： 18 名、女性 12 名） 

 1. 竹林整備（萩谷）と竹の活用 

 ◆萩谷フィールド活動 R6 年４月～R7 年３月 21 回実施 参加人数 延べ 327 名 

①萩谷竹林の A・B・C フィールドで整理・整備 

・フィールド A・B の真竹はてんぐ巣病に感染し、すべて枯れた。 

       枯れた竹林の竹を伐採し、整理に努めた。 

       竹がなくなった場所にはセンダンが実生で無数に生えてきた。 

       センダンの抜き取り・伐採 、外来植物も駆除した。 

   
センダン大木伐採      A 整備後（枯れた竹・センダン伐採）    C 孟宗竹伐採 

 

・フィールド C 孟宗竹林 

      平成３０年の台風被害の整備は完了したが日々枯れたり倒れる竹の整備が必要。 

竹林持ち主の意向にも応じた 

      伐採した竹枝の置き場所も十分考慮に入れなければならない。 

②竹炭の作製 

  令和 6 年度は竹炭を焼く機会が少なかった。 

  技術の伝承も必要。 

 

③竹製品の作製・フジバカマ香袋作製 

竹あかり：新メンバー考案作製・販売。 

竹コマ：新メンバー考案、緑化フェアーで採用した          フジバカマ群生 

 

 

 

 

 

       竹コ   

 

   竹こま           竹あかり         フジバカマ香袋   10 月アサギマダラ飛来 



竹ほうき：新メンバーの指導で試行錯誤中。竹の葉が落ちる時期などいまだわからないことが多いが 

研究していきたい。 

 

 

 

 

 

 

竹の枝 干す           竹ほうき基本形試作       試作品     カラフル竹ほうき 

2 公園樹木部会 

◆名札メンテナンス：樹木確認、名札・番線・シュロ縄チェック 

  A・B・C・D エリアに分かれて、春（4～5 月）と秋（10～11 月）に実施 

◆新規公園探し 

◆メンテナンス報告：公園課に活動報告（次年度の計画を含む） 

◆R6 年度公園樹木名札 15 枚交換（老朽・紛失等）公園課で作成 

◆新規に 3 公園に名札取付 59 枚 

 

3.街路樹部会 

◆街路樹部会  ６回実施         参加者  延べ４３名 

   ３月  街路樹状態調査勉強会    参加者     9 名 

  ◆名札 管理番号 取付 

   4、5、6 月美しが丘地区         参加者  延べ 34 名 

   11 月  芝生町地区           参加者     11 名 

 

4.子ども支援部会 

◆阿武山たつの子認定こども園 自然観察会（園児 38 名、先生 ２名） 

   5・6・7・9・10・11・12・1・2 月 実施 

7，9 月は熱中症警戒アラート発出のため、こども園室内で実施 

11 月 子ども樹木博士認定試験 実施 

１月 木の実工作 室内で実施 

 

 

 

 

 

 

室内で葉っぱのカード合わせ ゲーム      １月 木の実工作園児作品    自然観察会 

  



5.公民館講座 

①６月３日 上の池公園樹木観察会（阿武山公民館） 参加者 30 名 

②７月 13 日 竹水てっぽう教室（阿武山公民館）  ２回 参加者 24 名 

③８月 24 日 木の実工作教室（五領公民館こどもまつり） 参加者 25 名 

④10 月 30 日 上の池公園秋季樹木観察会 参加者 30 名 

⑤12 月 21 日 ミニ門松教室（阿武山公民館） 参加者 30 名 

⑥12 月 22 日 ミニ門松教室（富田公民館） 参加者 20 名 

⑦12 月 24 日 ミニ門松教室（北清水公民館） 参加者 20 名 

②竹水てっぽう教室                       ③五領公民館 木の実工作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上の池公園秋季樹木観察会 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ミニ門松教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

門松準備 

門松準備、みんなでパチリ

そぎ竹は丁寧に手切り

紙やすりかけタオルで水拭き 



令和 7 年度 里山グループ活動計画 

1． 萩谷フィールド活動 

① フィールド A・B 竹林：てんぐ巣病により真竹がすべて枯れてしまった。 

枯れた竹の伐採、実生で爆発的に生えるセンダン、外来植物を駆除 

整備できた空き地でエノキダケの栽培を試みる。（３月、ほだ木に菌を植え付ける） 

② フィールド C 孟宗竹林 

引き続き 枯れた竹・倒れた竹・密集竹の伐採・整備する。 

③ 竹炭の作製 

昨年度は竹炭を焼く機会が少なく、保存している竹炭もほぼ無くなった。 

今年度は積極的に焼き、技術の伝承もしていきたい。 

農地の土壌改良に竹炭を使いたいという話もあり、検討中 

④ 竹製品の作製（フジバカマ香袋） 

竹あかりの作製・販売。 

竹ほうきの試作、竹の枝利用の研究 

竹工作（ミニ門松、コマ、チャーム、ゲーム等） 

2．公園樹木部会 

①既設公園の名札のメンテナンスを年２回春秋に行う 

②新規公園の調査と名札付け 
3．街路樹部会 

①街路樹の名札・管理番号の取付 

及びメンテナンスを行う 

②街路樹ガイドマップの見直しと 

活用を図る 

4．子ども支援部会 

阿武山たつの子認定こども園  

自然観察会（５月～2 月 、年９回）実施 

子ども樹木博士認定書授与 

5．公民館講座 

令和 7 年度 公民館講座計画（予定） 

◆7 月 26 日（土） 竹工作教室（阿武山公民館）   ２０名×２回      40 名募集 

◆10 月 23 日（木） 富田  樹木観察会（富田公民館）           30 名募集 

◆11 月 27 日（木） 上の池公園 樹木観察会                30 名募集 

◆12 月 19 日（金） ミニ門松教室準備  （会員の門松製作） 

◆12 月 20 日（土） 子ども門松教室（阿武山公民館） 小学校３年生以上   24 名募集 

◆12 月 21 日（日） ミニ門松教室（北清水公民館）             30 名募集 

6．高槻市行事参加予定 

  ①６月 6 日（金）～７日（土）    エコ＆クリーンフェスタ 参加 

  ②10 月 18 日（土）         緑化フェアー  参加 

  ③11 月 13 日（木）         たかつき市民環境大学 講座 里山グループ担当 

                    高槻城公園「都市公園の樹木を知ろう」 



令和 6 年度活動実績・令和 7 年度活動計画 

たかつき環境市民会議：省エネ推進グループ 
 

１.構成員 １0 名 (女性 5 名、男性 5 名) グループ責任者 松村 

年度中の新規加入は無かった 

 

２.活動目的 市民対象に、環境に関する情報提供と環境意識向上の一助とする。 

１)情報内容・地球温暖化防止、省エネルギー、緑のカーテン 

・ゴミの３R(リデユース、リユース、リサイクル) 

・ゴミの分別、食品ロス、雑紙リサイクル 

２)出展内容・発電体験(自転車/手回し/飾車) (幼児、小学生対象) 

・廃品利用のおもちゃ作り(ケン玉) (幼児、小学生対象) 

・紙芝居(ゴミ分別、食べ残しなどの内容)(幼児対象)  

・古本のリユース (一般)  

・夏季緑のカーテン推奨(ゴーヤ苗販売) 

  

 

３.令和 6 年度実績 

1)出 展 ①4/29 第 32 回こいのぼりフェスタ    終日 7 人  協議会 

②5/19 緑のカーニバル        午前中 5 人  実行委 

③5/31,6/1 エコ＆クリーンフェスタ 終日 延 8 人  市主催 

④ 9/1 第 20 回たかつき協働 NPO フェスタ 午後 4 人  

⑤10/20 緑化フェア       終日 5 人 市主催 

 

4/29 こいのぼりフェス         大和大学学生さんの協力 

  

公益活動サ 

 ポート C 

子供の発電体験 ポスター掲示 

ゴミブース担当 

で３R・分別の 

呼びかけ 

・ゴーヤ苗販売 

48 株売切れ  

・オモチャ作り 



5/19 緑のカーニバル(雨天で午前中のみ) 水環境 G の皆さんと記念撮影 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/15 NPO 協働フェスタ 発電体験(自転車・手回し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージで人を集めるには一工夫必要でした 

 

5/31,6/1 エコ＆クリーンフェスタ 

朝から小雨でも 

子供たちが来て 

くれました 

・発電体験 

・オモチャ作り 

大勢の園児で 

賑わいました 

・紙芝居  

・オモチャ作り  

・発電体験 

今年はステージ 

参加もしました 

・紙芝居 

・発電体験 



10/20 都市緑化フェア              浜田市長と記念撮影  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 5/23～10/12 分室ゴーヤ苗栽培(緑のカーテン) 

・苗廉価販売 206 株 ＊自前栽培２年目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/19 種発芽      6/3 分室植え込み 9/20 緑のカーテンにはチョット寂しい 

今年はほとんどゴーヤ育たず、肥料不足か・猛暑のせいか？ 

3) 8/4 「たかつき祭り打ち水」４人参加したが、 

雷雨のため中止となる。(珍しい？) 

4) 9/14 高槻 Day’ｓ12 月号の省エネ特集で、 

市の広報から/取材要請(山倉、三野、片山、松村) 

＊テーマ=冬の暖かい過ごし方について＊ 

5) 11/23 秋の分室花植え 5 人参加 

6) 1/11 「省エネ術 100 か条」再編見直し開始 

7) 3/8 講演会・3/15 芥川クリーンアップ参加 

4.反省と課題 

◇良かった点 ①こいのぼりフェスタで、５年ぶりにゴーヤ苗販売が実施でき完売。 

② NPO 協働フェスでステージ参加要請を受けたが、残念ながら工夫不足。 

③ 環境関連呼びかけのチラシ配布は増加したと実感できる。 

           ④ 「節約術 100 か条」の再編見直しに着手できた。次年度販売予定 

           ⑤ 高槻 Day’ｓに 2 度掲載され、少しは市民会議の PR 貢献できたか。 

省エネ推進 G  

水環境 G 

里山 G 

合同出展でした 

・こども工作 

・魚釣り 

・竹コマ/竹切り 



◇今後の課題  ①活動資金の確保。安満遺跡公園１回 6000 円程度、印刷費用 など必要 

② 出展内容マンネリ化防止と会員自身の環境知識の習得 

③ 会員補充のための募集働きかけ継続(チラシ配布・呼びかけ) 

④ ゴーヤ苗栽培の今後継続は困難(勢間さん今年で終了予定) 

 

 

５.令和 7 年度活動計画 

１)構成員 10 名 (女性 5 名、男性 5 名) 

２)活動目的 及び 活動内容は、基本は前年度同様とする。 

３)活動計画案 

  2025 年度 省エネ G 活動予定 (案)   

  行事と内容 場所 月/日 

1 

市 

行 

事 

第 33 こいのぼりフェスタ ゴミブース運営、苗販売 芥川桜堤公園 4/29 

2 緑のカーニバル(3 回目) 定型出展 安満遺跡公園 5/18 

3 たかつき祭り 打ち水 打ち水 市役所前 8/2,3 

4 エコ＆クリーンフェスタ 定型出展 総合 C１F 6/6,7 

5 都市緑化フェア 定型出展 安満遺跡公園 10/19 

6 美化推進デー・分室花植え 市内清掃、分室花植え 市内、分室 5,11 月 

7 芥川クリーンアップ 芥川流域清掃 芥川 3/14 

8 

単 

独 

(案)単独出展  安満遺跡公園  

9 (案)出前講座(勉強会)    

 「省エネ術 100 か条」見直し完 了 イベントで販売  ５月 

     

10 ゴーヤ苗栽培・販売 緑のカーテン推進廉価販売  4/29～ 

11 

そ 

の 

他 

緑のカーテン実践栽培 分室中庭 ゴーヤ栽培 分室中庭 5 月～ 

12 全体会議・講演会 講演：高田みちよ さん クロスパル 6/15 

13 環境大学の公開講座 元気象協会 工藤泰子さん 生涯学習３階 4/17 

     



令和６年度チャレンジング GR 活動報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 内容 場所 

４月 総会、担当、年度計画等 
ジオタワー高槻ミューズカーデン集

会室 

５月 
天王山ﾊｲｷﾝｸﾞ、歴史探訪 

(戦国時代、明治初期の廃仏毀釈等) 
秀吉の道コース 

６月 神峰山寺、原探訪、ホタル観賞 原周辺 

７月 

８月 

後期活動計画、他団体との連絡報告 高槻祭
り 水まき 

ジオタワー高槻ミューズカーデン集
会室 市役所前 

９月 長岡京発掘記念館、ビール工場見学 中山修一記念館、サントリー京都工

場 
１０月 西国街道シリーズ(歴史探訪) 水無瀬の滝、周辺 

１１月 山野辺の道(散策、史跡探訪) 奈良県 桜井～三輪 

１２月 
JR 福知山線廃線跡 自然観察 (線路の歴
史、周囲の自然環境) 

生瀬～武田尾、 

１月 
初詣ミステリーウオーキング 

(楠正成、平清盛、戦災、震災、歴史探訪) 
神戸湊川神社～神戸市役所 

２月 苔の座学、観察と盆栽製作 原 八坂神社 

３月 総会、次年度計画立案等 ジオタワー高槻ミューズカーデン集

会室 
 

私達のグループは、下記３つを目標に果敢に挑む！！(チャレンジ！) 
①歩くことで健康な身体を！ 
②自然観察や、歴史的遺産等の探訪により、旺盛な智識力の UP、五感力の UP 

               (維持？)を図る 
③身の周りの環境や自然を少しでも、より良く優しいものに、そんな願いも込めて 
  今年もチャレンジしてきました。 

5 月①天王山ハイキ
ング 天王山山頂 

②宝積寺 閻魔堂 

住職から廃仏毀釈など由緒を聞く 



6 月 ①神峰山寺、原観察、          9 月中山修一記念館探訪 
ホタル観賞                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②ホタルは見れたが、ｶﾒﾗの性能限界で、  
撮影できず残念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
10 月 水無瀬の滝、周辺の歴史探訪       

① 離宮八幡宮                ②水無瀬の滝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

①私財を投入し、発掘に尽力日本のシュリ

ーマンとも言われている 

②長岡京発掘の説明を聞



11 月 山野辺の道                 12 月 
① 仏教伝来の地碑                 JR 福知山線廃線後 自然観察 

  ①入口突入前？ 

 
 
 
大神神社探訪 

 

  
 
 
 
 
 
1 月 初詣ミステリーウオーキング 

① 楠公像                     ② 1.17 希望の灯り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

②トンネル内で明かりを消して恐る 

恐る歩行 



2 月 
苔観察前の講義                      苔観察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苔の盆栽創作 
 

 

  



2025 年度チャレンジンググループ活動計画 

 
 

月 日 曜 日 計 画 場 所 担当、幹事 備 考 

2025 年           

4 月 9 日 （水） 京都桜巡り 京都市内 

（北天満宮～） 

D 班 実施済 

5 月 14 日 （水） 春の摘み草料理 芥川公民館 E 班   

６月６,７日 (金、土） エコフェスタ展示 市役所内 実施メンバー   

6 月 10 日 （水） 高槻まちかど遺産 城跡公園周囲 A 班   

7 月 9 日 （水） 震災復興のシンボルを訪ねて 神戸市内 B 班   

8 月 13 日 （水） 休会       

9 月 10 日 （水） 担当班から事前連絡 未定 C 班   

10 月 8 日 （水） 担当班から事前連絡 未定 D 班   

11 月 12 日 （水） 担当班から事前連絡 未定 E 班   

12 月 10 日 （水） 幻の都長岡京を訪ねて 長岡京市 Ｂ班   

2026 年           

1 月 14 日 （水） 石清水八幡宮散策ハイキング 八幡市 Ａ班   

2 月 11 日 （水） 担当班から事前連絡 未定 C 班   

3 月 18 日 （水） 総会、２４度活動報告、 

次年度計画立案 

未定     

  ※原則：①活動日は月の第２水曜日。前日の 17:00 予報で降雨確率 50%以上の時は次週延期 

       ②野外活動時は当日に保険代金\100/人 徴収 

  
      ③担当、幹事は野外活動実施日以前の 1 週間前程度に保険手続きをしておくこと 

 
 

2025.4.24 作成



エコ事業所グループ活動報告 

 
エコ事業所グループは高槻市内の事業者様の環境課題を支援するグループです。 

これまでは地球温暖化対策活動の一環として、CO2 削減に取り組んでいましたが、令和３年より

プラスチックごみ削減にも取り組んでおります。 

１．構成員数 6 名  齊藤昇(ﾘｰﾀﾞｰ)、小河晴樹、宇田吉明、津田善弘、原茂太、平野芳和 

２．2024 年度活動記録 

 ①第 13 回 CO2 削減（省エネ・節電）&プラごみ削減コンペの実施 

   内容：省エネは、電気の使用量（kWh）の売上高等で割る原単位評価、また節 

電は最大需要電力（kW）の前年度に対する削減率から評価。プラスチックご 

み削減は 3Ｒを中心に活動内容を定性的評価。 

   対象期間：2024 年 7 月～2024 年 9 月の 3 か月間。   

   審査会：2025 年 3 月 15 日 エコ事業所ｸﾞﾙｰﾌﾟ、2025 年 4 月 28 日 運営会議 

応募事業者数：10 社   表彰対象事業所一覧表 

省エネ大賞        (株)長浜製作所 様 

省エネ・プラごみ優秀賞  (株)河原工房 様 

省エネ優秀賞       大起工業(株) 様 

省エネ優秀賞            北おおさか信用金庫芥川支店 様 

省エネ優良賞       (有)今村化学 様 

省エネ・節電優良賞    北おおさか信用金庫高槻支店 様 

プラごみ優良賞         日本スリッター工業(株) 様 

省エネ努力賞       滋賀銀行阪急高槻支店 様 

省エネ・節電努力賞    甲南化工(株) 様 

省エネ・節電努力賞    (株)アクト石原 様 

    

表彰式：2025 年 6 月 15 日（日）13 時～15 時 クロスパル 5F 視聴覚室 

  

       



 

           

（2024 年度 CO2 削減＆プラごみ削減コンペ 受賞講演会） 

 

 ②「高槻カーボンニュートラルセミナー」の開催（６/６） 

   高槻市内の事業者の皆様にカーボンニュートラル推進でメリットを生み出す体質転換を考えて

いただく機会として以下の要領でセミナーを開催しました。 

「省エネで利益を生み出す体質作りにチャレンジ！」   （小河晴樹氏） 

「カーボンニュートラルの進め方及び関連補助金の紹介」（宇田吉明氏） 

後援；高槻市、高槻商工会議所 

    会場参加 12 名、オンライン参加 6 名され、この中から新たに CO2 削減コンペにも参加して

いただきました。 

  

 

  

 



３．2025 年度の活動計画 

 ①第 14 回 CO2 削減およびプラごみ削減コンペの実施 

   昨年と同様に７月から９月に実施予定 

 ②「高槻 中小企業版 SBT 認定支援セミナー」の開催（９/９） 

カーボンニュートラルを推進するための国際的な組織である SBTi(Science-based Target 

initiative)は大企業だけでなく、中小企業にも推進するために「中小企業版 SBT 認定」の枠

組みを設置しました。 

このため高槻市内の事業者の皆様にも脱炭素経営の進め方、その補助金の紹介、および

具体的な中小企業版 SBT 申請の仕方についてのセミナーを開催する予定です。 

後援；高槻市、高槻商工会議所 

  

   以上 


